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▲

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
瀬
戸
家
先
生（
囲
み
）よ
り
講
演
を
受
け
た

▲京響労組組合員によるフルート四重奏

府
本
部
第
１７９
回
中
央
委
員
会

日
時　
６
月
９
日（
金
） 

１４
：
3０
開
会

場
所　
京
都
市
・
ラ
ボ
ー
ル
京
都

　
　
　
　
　
　
　
（
四
条
御
前
西
入
）

　

地
球
の
こ
と
を
考
え
、
行

動
す
る
「
ア
ー
ス
デ
イ
」。

府
本
部
は
４
月
２２
日
の
ア
ー

ス
デ
イ
に
あ
わ
せ
て
毎
年

「
ア
ー
ス
デ
イ
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
京
響
音
楽
家
労
組
の
協
力

の
も
と
実
施
し
て
き
た
。
今

年
は
、
４
月
２７
日
ウ
イ
ン
グ

ス
京
都
で
新
規
採
用
職
員
を

中
心
と
す
る
若
年
層
職
員
を

対
象
に
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と

地
球
環
境
を
考
え
る
「
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
＆
ア
ー

ス
デ
イ
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
題

し
て
開
催
。
１４
単
組
５３
人
が

参
加
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
第
１
部
で
は
増

永
副
委
員
長
に
よ
る
主
催
者

▲快晴の中、梅小路公園には約12000人の組合員や家族が参加した

　

連
合
京
都
は
４
月
２９
日
、

京
都
市
・
梅
小
路
公
園
で
第

９４
回
京
都
中
央
メ
ー
デ
ー
を

開
催
。
組
合
員
や
家
族
な
ど

約
１
万
２
０
０
０
人
が
参
加

し
た
（
自
治
労
約
４
０
０

人
）。
連
合
京
都
の
原
会
長

は
、「
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
が
暮
ら
し
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

今
春
闘
の
賃
上
げ
実
績
を
継

続
し
、
真
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
実
現
を
め
ざ
そ

う
」
と
訴
え
た
。

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
安
心
社
会
の
実

現
」
を
め
ざ
す
メ
ー
デ
ー
宣

言
や
地
域
ア
ピ
ー
ル
を
採
択

し
、
参
加
者
全
員
で
ガ
ン
バ

ロ
ー
を
三
唱
し
た
。

　

ま
た
、
連
合
京
都
は
２９
～

３０
日
に
か
け
て
、
府
内
５
か

所
の
地
域
メ
ー
デ
ー
を
開

催
。
自
治
労
の
各
単
組
は
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
メ
ー
デ
ー
に

参
加
し
た
。

あ
い
さ
つ
の
後
、
Ｆ
Ｐ
ハ
ー

ベ
ス
ト
代
表
の
瀬
戸
家
み
の

り
さ
ん
よ
り
、「
新
規
採
用
職

員
の
た
め
の
知
っ
て
ト
ク
す

る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

と
題
し
た
講
演
を
受
け
た
。

　

講
師
は
、「
新
社
会
人
の

お
金
３
カ
条
」
と
し
て
「
①

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
１

枚
。
リ
ボ
は
絶
対
使
わ
な

い
！
②
ス
マ
ホ
代
・
生
命
保

険
料
は
自
分
で
払
う
！
③
お

金
が
貯
ま
る
仕
組
み
を
作

る
！
」
の
３
点
に
絞
っ
て
解

説
。「
若
年
層
の
親
世
代
は

６０
歳
以
降
の
資
産
運
用
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
大
変
な

時
代
。
家
計
の
中
で
見
直
し

メ
リ
ッ
ト
の
高
い
ス
マ
ホ
代

と
保
険
料
を
見
直
し
、
現
在

親
が
払
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

れ
ば
自
身
で
払
う
よ
う
」
促

し
た
。
ま
た
保
険
料
を
見
直

す
際
は
「
組
合
員
専
用
の
じ

ち
ろ
う
共
済
を
活
用
し
た
方

が
お
ト
ク
だ
」
と
力
説
。
さ

ら
に
、「
積
立
て
制
度
に
お

け
る
資
産
形
成
は
『
細
く
・

長
く
』
が
鉄
則
で
、
少
額
で

も
早
く
始
め
た
人
が
勝
ち
。

自
治
労
の
長
期
共
済
な
ど
継

続
で
き
る
仕
組
み
を
活
用
し

よ
う
」
と
訴
え
た
。

　

第
２
部
は
、
京
響
労
組
の

フ
ル
ー
ト
四
重
奏
を
聞
い
た
。

「
美
女
と
野
獣
」
や
「
ホ
ー
ル

ニ
ュ
ー
ワ
ー
ル
ド
」
な
ど
デ

ィ
ズ
ニ
ー
の
名
曲
や
携
帯
会

社
の
Ｃ
Ｍ
で
有
名
な
「
葦
笛

の
踊
り
」な
ど
、誰
も
が
耳
な

じ
み
の
あ
る
曲
が
多
く
、
心

地
よ
い
音
色
に
酔
い
し
れ
た
。

　

府
本
部
は
、
組
合
員
一
人

ひ
と
り
が
環
境
に
優
し
い
行

動
を
心
が
け
、
連
合
が
提
案

す
る
「
連
合
エ
コ
ラ
イ
フ
」

運
動
を
推
進
し
、
持
続
可
能

な
社
会
を
め
ざ
し
て
い
く
。

　

第
２０
回
統
一
自
治
体
選
挙

の
後
半
戦
、
各
市
町
村
議
会

議
員
選
挙
が
４
月
２３
日
に
投

開
票
さ
れ
た
。
府
本
部
組
織

内
の
福
井
平
和
さ
ん
（
木
津

川
市
議
会
）
と
、
政
策
協
力

候
補
の
福
田
さ
よ
こ
さ
ん

（
八
幡
市
議
会
）、
西
川
と

も
や
す
さ
ん（
宇
治
市
議
会
）

が
再
選
を
果
た
し
た
。

　

ま
た
、
府
本
部
が
推
薦
し

た
市
町
議
会
議
員
候
補
、
市

長
候
補
も
そ
れ
ぞ
れ
当
選
し

た
。
各
単
組
・
組
合
員
の
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

【
府
内
推
薦
候
補
当
選
者
】

城
陽
市
議
会
・
相
原
佳
代

子
、
京
田
辺
市
議
会
・
河
本

隆
志
、
宇
治
市
議
会
・
今
川

み
や
、
向
日
市
長
・
安
田
守
、

京
田
辺
市
長
・
上
村
崇
、
木

津
川
市
長
・
谷
口
雄
一

　

今
年
の
春
は
例

年
と
異
な
り
足
早

に
過
ぎ
て
い
っ

た
。
春
ス
キ
ー
を

楽
し
み
に
し
て
い

た
が
、
近
隣
の
ス
キ
ー
場
は

軒
並
み
営
業
終
了
と
な
り
、

今
年
も
異
常
気
象
の
兆
し
が

伺
え
る
。
先
日
の
ニ
ュ
ー
ス

で
は
全
国
各
地
で
の
雷
雨
、

雹
の
被
害
が
紹
介
さ
れ
て
い

た
▼
２
０
１
２
年
８
月
の
府

南
部
豪
雨
で
弥み

陀だ

次じ

郎ろ

川

（
宇
治
市
）
が
決
壊
し
、
大

規
模
な
浸
水
被
害
を
受
け
た

の
は
記
憶
に
新
し
い
。
時
代

を
さ
か
の
ぼ
る
と
１
９
５
２

年
９
月
２２
日
の
台
風
１３
号
で

は
宇
治
川
左
岸
堤
防
決
壊
で

向
島
地
区
を
は
じ
め
宇
治

市
、
久
御
山
町
な
ど
の
旧
巨

椋
池
一
体
を
泥
海
に
変
え

た
。
水
位
は
人
の
背
丈
を
超

え
、
農
家
の
大
切
な
動
力
と

な
る
牛
や
馬
は
高
台
に
位
置

す
る
伊
勢
田
集
落
に
退
避
さ

せ
た
。
完
全
に
排
水
す
る
ま

で
に
数
十
日
も
要
す
る
大
水

害
と
な
っ
た
ら
し
い
（
一
説

に
よ
る
と
意
図
的
に
決
壊
さ

せ
た
と
地
元
の
噂
）
▼
当
時

は
気
象
予
報
・
通
信
網
の
精

度
も
低
い
が
、
研
ぎ
澄
ま
さ

れ
た
五
感
を
備
え
た
人
が
多

く
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。

先
の
先
人
が
京
都
に
都
を
移

し
た
の
も
感
慨
深
い
も
の
が

あ
る
。
今
後
最
新
の
技
術
と

五
感
を
養
い
、
災
害
に
対
す

る
自
主
防
災
力
が
求
め
ら
れ

る
の
だ
ろ
う
。�

（
５
２
４
）

2023
統一選
後半戦

木津川市議会 宇治市議会
西川ともやすさん

府本部組織内・政策協力候補府本部組織内・政策協力候補

福井 平和さん

八幡市議会
福田さよこさん

将
来
後
悔
し
な
い
た
め
に

将
来
後
悔
し
な
い
た
め
に

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
地
球
環
境
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

全員当選を果たす全員当選を果たす

誰一人取り残されることのない
� 「安心社会」の実現を

連合京都メーデーが各地域で開催

　（ 1 ）2 0 2 3 年 5月1 5日

発行所・自治労京都府本部・〒604－0867 京都市中京区丸太町通烏丸西入北側Ｎ・Ｈ・Ｋビル ２ Ｆ
ＴＥＬ．075－２5２－593２・ＦＡＸ．075－２31－4918　発行人・岡本哲也　編集人・増永浩子
定価　一部10円　本紙の購読料は組合費に含まれています。

毎月 1 日、15日発行

5／ 15
2 0 2 3
第 8 6 0 号

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。

自治労京都府本部では、組合員のみなさんのご
意見を募集しています。組合のこと、機関紙のこ
となど、たくさんのご意見をお待ちしています。
TEL.075-252-5932 FAX.075-231-4918

E-mail : jichiro@jichiro-kyoto.gr.jp
http : //www.jichiro-kyoto.gr.jp/

ご意見をお寄せください



•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•••

•
•••

•
•••

•
•••

•
•••

•
•••

•
••

5月20日（土） 6月10日（土）

第43回府本部スポーツ大会 軟式野球

※2試合目以降の開始時間は目安です。
　会場には余裕をもって到着してください。

福知山市職連

宇治田原町職・
城南衛管労組

京 交 労 組
（10：00）

優
　勝

第2試合
（11：40）

第2試合
（11：40）

第1試合
（10：00）

第1試合
（10：00）

自治労京都市職

京 田 辺 市 職

八 幡 市 職 労
Bグランド

Ａグランド

▲傍聴行動に参加した全国臨職協のみなさん

毎月先着20名様限定！府本部独自見積もりキャンペーン実施中！！ 【キャンペーン期間：2023年4月～8月】

※お見積りをいただいた方
に、ハーゲンダッツ、ケンタ
ッキー、Amazon、サーティ
ワン、QUOカードなどの
ギフト券をプレゼント。

※詳しくは所属の組合まで。

▲岸まきこ議員が総務委員会で質疑

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ

る
地
方
部
の
過
疎
化
は
深
刻

な
状
況
に
あ
る
。そ
の
中
で
、

地
域
住
民
の
通
勤
・
通
学
や

通
院
な
ど
の
移
動
手
段
と
し

て
日
常
生
活
を
支
え
て
い
る

　

臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
全

国
協
議
会
は
、「
会
計
年
度

任
用
職
員
の
処
遇
改
善
に
む

け
た
法
改
正
を
求
め
る
諸
行

動
」の
一
環
と
し
て
、全
国
協

議
会
幹
事
や
協
議
会
設
置
県

地
連
の
代
表
者
を
中
心
に
傍

聴
行
動
を
実
施
。
京
都
か
ら

は
府
本
部
臨
職
評
の
北
村
和

美
事
務
局
長
（
自
治
労
京
都

市
職
）
が
衆
・
参
総
務
委
員

会
傍
聴
行
動
に
参
加
し
た
。

　

４
月
１３
日
の
衆
議
院
総
務

委
員
会
で
は
、
会
計
年
度
任

地
域
公
共
交
通
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
も
あ
り
、
厳
し
い

経
営
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
地
域
公
共
交
通
を

維
持
・
再
生
す
る
た
め
の

「
地
域
公
共
交
通
活
性
化
法

案
」
の
審
議
に
て
４
月
２０
日

に
質
疑
に
立
っ
た
。

　

法
改
正
に
よ
り
、
赤
字
ロ

ー
カ
ル
路
線
の
あ
り
方
の
見

直
し
の
た
め
に
鉄
道
事
業
者

や
自
治
体
、
地
域
の
関
係
者

に
よ
る
再
構
築
協
議
会
を
設

け
、「
廃
止
」
や
「
存
続
」

と
い
う
前
提
な
し
で
利
用
者

目
線
に
よ
る
協
議
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

用
職
員
に
勤
勉
手
当
の
支
給

を
可
能
と
す
る
地
方
自
治
法

改
正
案
に
関
す
る
質
疑
が
行

わ
れ
、
立
憲
民
主
党
の
石
川

香
織
衆
議
院
議
員
（
自
治
労

政
策
協
力
議
員
）、
大
槻
紅

葉
衆
議
院
議
員
ら
が
質
問
に

立
っ
た
。
勤
勉
手
当
を
支
給

す
る
に
あ
た
っ
て
の
必
要
な

財
政
措
置
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
ま
た
法
の
趣
旨
に
制
度

が
追
い
つ
い
て
い
な
い
こ
と

等
の
質
問
に
対
し
、
松
本
剛

明
総
務
大
臣
か
ら
は
「
今
回

の
法
改
正
は
会
計
年
度
任
用

職
員
の
処
遇
改
善
の
た
め
に

行
う
」
と
の
答
弁
を
得
た
。

　

ま
た
、
４
月
２５
日
に
は
、

参
議
院
総
務
委
員
会
を
傍

聴
。
自
治
労
組
織
内
の
岸
ま

　

自
治
体
の
関
与
が
大
き
く

求
め
ら
れ
る
が
、
自
治
体
に

は
専
門
人
材
が
ほ
と
ん
ど
い

な
い
た
め
、
人
材
の
確
保
・

育
成
が
急
務
と
な
る
。ま
た
、

自
治
体
が
交
通
モ
ー
ド
（
手

段
）
に
対
し
て
補
助
を
行
う

に
も
財
源
が
必
要
で
あ
る
。

総
務
省
も
財
政
措
置
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
今

後
ま
す
ま
す
厳
し
い
経
営
環

境
と
な
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
、
将
来
的
に
は
さ
ら
に
財

政
措
置
が
必
要
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
地
域
を
守
る

た
め
に
必
要
な
地
域
公
共
交

通
の
維
持
・
存
続
に
向
け
て

活
発
に
議
論
を
行
っ
て
い
く
。

　

各
単
組
・
組
合
員
の
声
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。

き
こ
参
議
院
議
員
か
ら
政
府

に
対
し
、
①
会
計
年
度
任
用

職
員
や
臨
時
・
非
常
勤
職
員

の
存
在
の
意
義
、
重
要
性
に

対
す
る
見
解
、
②
す
べ
て
の

自
治
体
で
勤
勉
手
当
支
給
を

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
③
国

の
非
常
勤
職
員
と
の
権
衡
を

は
か
る
た
め
、
給
与
改
定
の

時
期
、
遡
及
に
関
す
る
明
確

な
見
解
を
質
し
た
。

　

松
本
剛
明
総
務
大
臣
か
ら

は
「
教
育
や
子
育
て
を
始
め

様
々
な
分
野
に
お
い
て
会
計

年
度
任
用
職
員
の
方
々
が
地

方
行
政
の
重
要
な
担
い
手
と

し
て
ご
活
躍
い
た
た
だ
い
て

い
る
」、「
会
計
年
度
任
用
職
員

に
つ
い
て
も
常
勤
職
員
の
取

り
扱
い
に
準
じ
た
改
定
を
行

う
こ
と
が
基
本
」と
の
答
弁
を

受
け
た
。ま
た
、大
沢
公
務
員

部
長
か
ら
は
、「
会
計
年
度

任
用
職
員
の
適
正
な
処
遇
の

観
点
か
ら
、
法
案
が
成
立
し

た
場
合
に
は
地
方
公
共
団
体

に
お
い
て
勤
勉
手
当
を
支
給

す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
」

　

府
本
部
は
５
月
８
日
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
チ
ー
ム
代

表
者
会
議
を
開
催
し
、
軟

式
野
球
大
会
の
組
み
合
わ

せ
抽
選
を
行
っ
た
。
今
年

は
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

初
日
は
５
月
２０
日
、
決
勝

戦
は
６
月
１０
日
に
八
幡
市

民
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
る
。

　

優
勝
チ
ー
ム
は
、
７
月

３１
日
か
ら
兵
庫
県
で
開
催

さ
れ
る
「
第
４３
回
近
畿
地

連
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
出

場
権
を
得
る
。

と
の
答
弁
を
引
き
出
し
た
。

　

傍
聴
行
動
終
了
後
、
自
治

労
組
織
内
の
鬼
木
ま
こ
と
参

議
院
議
員
の
議
員
事
務
所
を

訪
れ
、
参
議
院
総
務
委
員
会

で
の
改
正
法
案
可
決
を
報

告
。
参
加
者
か
ら
「
今
回
の

法
改
正
は
組
織
内
議
員
の
皆

さ
ん
の
尽
力
に
よ
る
も
の
」

と
の
発
言
に
対
し
、
鬼
木
議

員
か
ら
は
、「
当
事
者
の
声

が
一
番
。
こ
れ
か
ら
も
声
を

届
け
て
ほ
し
い
」
と
力
強
い

言
葉
を
受
け
た
。

　

法
改
正
は
ゴ
ー
ル
で
は
な

く
ス
タ
ー
ト
。
２
０
２
４
年

４
月
１
日
の
施
行
と
な
る

が
、
今
後
は
各
自
治
体
で
条

例
化
を
確
実
に
勝
ち
取
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

各
自
治
体
で
の
確
実
な
条
例

化
に
む
け
、
取
り
組
み
を
進

め
よ
う
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
勤
勉
手
当
支
給
を
可
能
と
す
る
地
方
自
治
法
改
正
案

が
４
月
２６
日
、
参
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
し
た
。
改
正
案
は
、
４
月
１４
日
衆

議
院
総
務
委
員
会
で
可
決
、
そ
の
後
、
４
月
２５
日
参
議
院
総
務
委
員
会
に
審
議
の

場
が
移
さ
れ
、
自
治
労
組
織
内
議
員
の
岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員
が
質
疑
を
行
っ
た

後
、
採
決
が
行
わ
れ
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
２
０
２
４
年
４
月
１
日
施
行
さ

れ
る
。
今
後
は
各
自
治
体
で
の
確
実
な
条
例
化
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
。

名前：島田智司（しまださとし）さん
年齢：25歳
出身：京都府舞鶴市
趣味：�テニス、ファッション、お笑い鑑賞
「4月から共済府支部に着任しました島田と申
します。以前は、共済東京都支部にて共済推
進等に3年間従事しておりました。組合員の皆
さまのお役に立てるよう努めてまいりますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。」

　
４
月
か
ら
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ

（
全
労
済
）自
治
労
共
済
推
進
本
部
京
都
府

支
部
の
職
員
に
島
田
智
司
さ
ん
が
着
任
し

た
。
新
体
制
の
府
支
部
と
連
携
し
、
各
単

組
の
共
済
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
お

願
い
し
た
い
。

府
本
部
ス
ポ
ー
ツ
大
会

軟
式
野
球
の
部

自治労組織内参議院議員

鬼木まこと 活 動 報 告 地
域
公
共
交
通
の

維
持・再
生
に
つ
い
て
議
論

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
勤
勉
手
当
支
給
を
可
能
と
す
る

地
方
自
治
改
正
案
が
可
決・成
立

共済府支部に島田共済府支部に島田ささんん
対
戦
決
ま
る

対
戦
決
ま
る

自治労きょうと 2 0 2 3 年 5月1 5日 （第三種郵便物認可） 第 8 6 0 号（ 2 ）　


